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検
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雄

一

『
エ
ミ
ー

ル
』

の
公
刊
と
思
想
家

ル
ソ
ー
の
受
難

一
七
六
二
年
五
月
二
二
日
朝
ジ

ャ
ン

・
ジ
ャ
ッ
ク

・
ル
ソ
ー
の
庇
護
者
リ

ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
侯
爵
夫
人
は
、
革
綴
じ
さ
れ
た

『
エ
ミ
ー
ル
、
ま
た
は
教
育
に
つ
い
て
』
全
四
巻
を
出
版
業
者
デ

ュ
シ

ェ
ー
ヌ
か
ら
三
十
部
受
け
取

っ
た
。
こ
の
書
物
は
翌
日
よ

り
私
的
に
配
布
さ
れ
、
パ
リ
の
店
頭

へ
も
同
月
二
七
日
に
現
れ
る
。
し
か
し
、
発
売
の
五
日
後
出
版
統
制
局
長
官

マ
ル
ゼ
ル
ブ
と

警

視
総
監
サ
ル
チ
ー
ヌ
は

『
エ
ミ
ー
ル
』
の
押
収
を
命
令
し
、
パ
リ
高
等
法
院
も
六
月
九
日
そ
の
著
者
に
逮
捕
状
を
発
し
た
。
侯

(1
)

爵

夫
人
か
ら
高
等
法
院
の
動
き
を
通
報
さ
れ
た

ル
ソ
ー
は
、
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
の
寓
居
よ
り
ス
イ
ス
へ
急
拠
亡
命
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
は
七
十
年
に
及
ぶ
大
業
で
あ
り
、
幾
多
の
障
害
と
弾
圧
に
遭
遇
し
た
。
し
か
し
、

ル
ソ
ー
の
受
け
た
迫

害
は
、

『
百
科
全
書
」

へ
の
様
々
な
試
練
や

『
精
神
論
』
の
著
者
エ
ル
ヴ

ェ
シ
ウ
ス
の
筆
禍
と
と
も
に
、

〈
哲
学
者

た
ち
〉
の
受

(2
)

難

の
な
か
で
も

っ
と
も
深
刻
な
事
件
に
数
え
ら
れ
る
。
有
罪
を
宣
せ
ら
れ
た
彼
に
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
検
閲
と
パ
リ
大

司
教
ボ
ー
モ

ン
の
弾
劾
書
が
追
い
撃
ち
を
か
け
る
。
故
郷
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
で
も

『
エ
ミ
ー
ル
」
と

『
社
会
契
約
論
」
が
焚
書
に
さ
れ
、
官
憲
が
待

1

/



ち
構
え
た
。
そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る

『
エ
ミ
ー
ル
」
の
発
禁
、

ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル
湖
畔
で
の
投
石
と
放
逐
、
ヴ

ォ
ル
テ
ー
ル

や

ヒ

ュ
ー
ム
と
の
齪
酷
軋
礫
が

ル
ソ
ー
を
極
限
に
ま
で
追
い
詰
め
る
。

こ
の
よ
う
な
災
厄
や
苦
衷
は

『
告
白
』
第
二
部
の
第
十

一
巻
と
第
十
二
巻
で
痛
切
に
回
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
エ
ミ
ー
ル
」

公
刊
の
経
緯
や
亡
命
者

ル
ソ
ー
の
去
就
も
い
く

つ
か
の
研
究
に
よ

っ
て
追
跡
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

『
エ
ミ
ー
ル
」

へ
の
弾
圧
を

思
想
的

・
理
論
的
な
次
元
で
検
討
し
た
論
究
は
き
わ
め
て
少
い
。
そ
も
そ
も

ル
ソ
ー
の
い
か
な
る
主
張
が
権
力
の
忌
禅
に
触
れ
た

か
。
ま
た
、
彼
に
対
す
る
糾
弾
が
い
か
な
る
仕
方
と
論
理
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
か
。

フ
ラ
ン
ス
で
の
弾
圧
に
研
究
の
課
題
を
限
定

し

つ
つ
、
筆
者
は

ル
ソ
ー
断
罪
の
主
要
な
文
書
、
す
な
わ
ち
パ
リ
高
等
法
院
の
裁
判
要
録
と
パ
リ
大
学
神
学
部
の
検
閲
報
告
を
こ

こ
に
分
析
す
る
。
前
者
が
政
治
的
権
力
の
防
壁
、
後
者
は
学
問
的
権
威
の
殿
堂
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

『
〈
エ
ミ

ー

ル
〉
を
断
罪
す
る
パ
リ
大
司
教
教
書
」
も
重
要
な
史
料
に
数
え
ら
れ
る
が
、
西
川
長
夫
に
よ
る
優
れ
た
全
訳
も
あ
り
、
紙
幅
の

(3
)

限

ら
れ
た
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

2

二

『
エ
ミ
ー

ル
』

に
対
す

る
パ
リ
高
等
法
院

の
論

告
お

よ
び
判
決

パ
リ
高
等
法
院
大
審
部
は

『
エ
ミ
ー
ル
」
に
対
す
る
審
理
を
異
常
な
早
急
さ
で
進
め
,
六
月
九
日
に
有
罪
の
判
決

を
下
し
た
。

こ

の
裁
判

の
実
態
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
文
学
史

の
大
家
ラ
ン
ソ
ン
は
、
二
十
世
紀
の
初
頭
に
い
く

つ
か
の
資
料
を
発
掘
し
た
。
ラ

ン
ソ
ン
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
聖
霊
降
臨
大
祝
日
の
前
後
、
つ
ま
り
五
月
二
九
日
よ
り
六
月
七
日
ま
で
は
大
審
部
も
年
次
休
会
に
あ

(
4
)

り
、

『
エ
ミ
ー
ル
」
の
発
売
か
ら
審
理
の
完
了
に
至
る
間
実
際
に
は
三
日
の
余
裕
し
か
な
か

っ
た
。
因
み
に
エ
ル
ヴ

ェ
シ
ウ
ス
著

『
精
神
論
』
は

一
七
五
八
年
七
月
二
七
日
に
公
刊
さ
れ
、
翌
年
二
月
六
日
に
禁
書
の
判
決
を
受
け
た
。

パ
リ
高
等
法
院
大
審
部
に
は
院
長
は
じ
め
四
十
七
名
の
評
定
官
が
所
属
し
た
。
し
か
し
、

『
エ
ミ
ー
ル
」
の
審
理
を
担
当
し
た



の
は
、
院
長
モ
ー
プ
ー
な
ど
十
五
名
の
評
定
官
、
法
廷
成
立
に
必
要
な
最
少
限
の
人
数
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
日
の
裁
判
で
は

〈
哲

学
者
た
ち
〉
に
敵
対
的
な
聖
職
者
が
中
心
と
な
り
、
啓
蒙
運
動
に
好
意
的
な
高
位
高
官

、
エ
ノ
ー
や

マ
ル
ゼ
ル
ブ

は
参
加
し
て
い

な

覧

ル
ソ
ー
が
危
惧
し
た
と
お
役

『
エ
ミ
ー
ル
」

へ
の
弾
圧
は
秘
か
に
画
策
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

さ
て
、
パ
リ
高
等
法
院
の
裁
判
要
録
は
検
事
総
長

フ
ル
ー
リ
の
論
告
と
評
定
官
に
よ
る
判
決
文
を
主
体
と
す
る
。
当
日
フ
ル
ー

リ
が
行

っ
た
論
告
は
、
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
り
、
概
括
的
な

『
エ
ミ
ー
ル
」
弾
劾

に
止
ま

っ
て
い
る
。
三
年
前
に
同
じ
検
事
総
長

が
提
出
し
た

『
精
神
論
」
等
へ
の
論
告
娃

六
五
ヵ
所
の
論
述
を
姐
上
に
軽

活
版
印
刷
一
吾

に
及
侮

)他
方

『
エ
ー

ル
」

の
裁
判
要
録
を
構
成
す
る
の
は
、
四
頁
の
論
告
と
二
頁
の
判
決
文
だ
け
で
あ
る
。
ま
ず
論
告
を
抜
粋
し
よ
う
。

我
ら
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
物
を
執
筆
し
た
意
図
は
、
す
べ
て
を
自
然
宗
教
に
帰
着
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う

し
た
犯
罪
的
体
系
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
著
者
は
教
育
の
構
想
を
練
り
、
自
分

の
生
徒
に
試
み
よ
う
と
す
る
。

自
然
を
唯

一
の
指
針
と
定
め
、
道
徳
的
な
人
間
を
形
成
す
る
、
と
著
者
は
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
言
う
。
そ
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
説
く
。
す
べ
て
の
宗
教
は
等
し
く
正
し
い
。
風
土
、
政
体
、
民
族
的
な
気
質
、
等
々
に
ど
の
宗
教
も
根
拠
を
持
つ
。

地
域
的
な
状
況
に
応
じ
、
時
間
や
場
所
に
即
し
て
特
定
の
宗
教
が
選
ば
れ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
。

本
能
的
に
得
ら
れ
る
知
識
し
か
、
こ
の
著
者
は
人
間
に
与
え
な
い
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
主
張
す
る
。
情
念
は
自
己

保
存
の
主
な
手
段
で
あ
る
。

〈
神
〉

へ
の
信
仰
な
し
に
人
間
が
救
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
人
間
を
赦
し
給
う
キ
リ

ス
ト
の
神
聖

に
つ
い
て
、
な
に
も
知
ら
な
く
と
も
構
わ
な
い
、
と
。
彼
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
宗
教
を
選
択
す
る
場
合
、
理
性
だ
け
が
判
断

の
尺
度
と
な
る
。

〈
最
高
存
在
〉

へ
の
讃
美
を
著
者
は
説
く
。
し
か
し
、
崇
拝
の
対
象

で
あ
る

〈
最
高
存
在
〉

の
人
性
を
、

彼
は
勝
手
に
抹
殺
す
る
。
我
ら
の
宗
教
が

〈
神
〉。
よ
り
命
じ
ら
れ
た
儀
式

・
礼
拝
、

〈
聖
霊
〉
に
導
か
れ
て
我
ら
の
教
会
が

3



(7
)

定
め
た
儀
式

・
礼
拝
に
彼
は
濱
神
的
な
言
辞
を
浴
び
せ
る
。

4

パ
リ
高
等
法
院
で
裁
か
れ
た
の
は
、
ル
ソ
ー
の
宗
教
思
想
、
具
体
的
に
は

「
サ
ヴ

ォ
ア
人
司
祭
の
信
仰
告
白
」
だ
け
で
あ
る
、

と
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
検
事
総
長
の
簡
略
な
論
告
も

『
エ
ミ
ー
ル
』
全
巻
を
対
象
と
し
、

ル
ソ
ー
の
基
本
的

原
理
と
そ
の
具
体
的
適
用
を
非
難
す
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ル
ソ
ー
に
お
け
る
感
覚
論
的
な
要
素
、
合
理
主
義
的

な
側
面
が
別
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
合
理
主
義
の
立
場
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
相
対
化
し
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
威
信
を
弱
め
た

こ
と
を
、
検
事
総
長
は
赦
さ
な
い
。
唯
物
論

や
無
神
論
と
い
う
攻
撃
こ
そ
見
ら
れ
な
い
が
、

『
エ
ミ
ー
ル
」
に
対
す

る
糾
弾
は

『
精
神
論
」
や

『
百
科
全
書
』

へ
の
攻
撃
と
軌
を

一
に
す
る
。
抜
粋
を
続
け
た
い
。



自
然
宗
教
や
懐
疑
主
義

で
育
成
さ
れ
た
人
間
が
、
君
主
や
権
力

に
反
対
す
る
こ
と
を
、
検
事
総
長
は
糾
弾
す

る
。

『
精
神
論
」

や

『
百
科
全
書
』
に
対
す
る
論
告
と
同
じ
く
、
こ
の
場
合
に
も
宗
教
的
な
信
念
と
政
治
的
な
姿
勢
の
関
連
が
強
調
さ
れ
る
。
啓
蒙

運
動
に
対
す
る
弾
圧
を
た
ん
に
宗
教
的
な
係
争
と
理
解
し
て
は
な
ら
ぬ
。

〈
哲
学
者
た
ち
〉
の
著
作
は
フ
ィ
ル

マ
ー
や
ボ
シ

ュ
エ

な
ど
王
権
神
授
説

へ
の
論
駁
を
し
ば
し
ば
秘
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

『
社
会
契
約
論
』
が

フ
ラ
ン
ス
で
告
発
を
免
れ
た
事
実
に
つ

い
て

研
究
者
フ
ラ
ン
ソ
ン
は
偶
発
的
な
原
因
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
て
い
驚

)検
事
総
長
の
論
告
を
受
け
て
・
大
審
部
法
廷
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。

三

『
エ
ミ
ー

ル
」

に
対
す

る
パ
リ
大
学
神
学
部

の
検
閲

高
等
法
院
判
決

の
二
日
前
、
す
な
わ
ち
六
月
七
日
に
開
か
れ
た
パ
リ
大
学
神
学
部
理
事
会

で
、
総
理
事
ジ

ェ
ル
ベ
ー
ズ
が

『
エ

ミ
ー
ル
』
を
激
し
く
非
難
し
た
。
総
理
事

の
要
請
を
受
け
て
、

ル
ソ
ー
の
近
著
を
検
閲
す
る
こ
と
が
、
七
月

一
日
の
神
学
部
総
会

5



で
決
議
さ
れ
絶

『
エ
ミ
書
ル
』
を
担
当
し
奎

た
る
検
閲
委
員
娃

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
学
舎
教
授
す

衆

聖

ス
ル
ピ
ス
会
士
ル
グ

ラ
ン
な
ど
四
名
で
あ
る
。
オ
ー
ク
は
か

っ
て

『
精
神
論
」
を
取
り
調
べ
た
検
閲
委
員
で
あ
り
、

ル
グ
テ
ン
は

『

〈
エ
ミ
ー
ル
〉
検

閲
報
告
」
の
起
草
者
と
推
測
さ
れ
乾

『
検
閲
報
告
」
は
数
回
に
わ
た
る
審
議
を
経
て

八
月
二
吉

の
総
会
で
採
択
さ
れ
㌔

)

『
〈
エ
ミ
ー
ル
〉
に
対
す
る
検
閲
報
告
」
は
ジ

ェ
ル
ベ
ー
ズ
の
弾
劾
演
説
を
序
文
と
し
、
活
版
印
刷
二

一
四
頁

の
長
き
に
わ
た

、る
。
-報
告
本
文
の
各
章
に
は
神
学
の
体
系
に
従

っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
題
目
が
付
さ
れ
て
い
る
。
①
神
ま
た
は
自
然
法
、
②
啓
示
の

可
能
性
と
必
然
性
、
③
啓
示
の
性
格
、
④
啓
示
を
認
識
す
る
方
法
、
⑤
奇
蹟
と
予
言
、
⑥
啓
示
さ
れ
た
教
義
、
⑦
真
の
宗
教
が
標

榜
す
る
不
寛
容
。
こ
れ
ら
の
各
章
で
は
初
め
に

『
エ
ミ
ー
ル
』
の
記
述
が
列
挙
さ
れ
、

つ
い
で
細
密
な
検
閲
所
見
が
掲
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
巻
末
の
約
三
十
頁
は
概
括
的
な
結
語
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
序
文
、
検
閲
所
見
、
結
語
に
関
し
て
は
ラ
テ
ン
語
文
と
フ

ラ
ン
ス
語
文
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
以
下

『
エ
ミ
ー
ル
』
の
論
述
と

『
検
閲
報
告
』
の
所
見
を
対
比
し

つ
つ
検
討
し
た
い
。

(以

下
筆
者
は

『
検
閲
報
告
』
に
引
用
さ
れ
た
ル
ソ
ー
の
文
章
に
傍
線
を
施
し
、
ま
た

〔

〕
内
の
説
明
を
付
加
す
る
。
)
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と
を
。
ま
た
、
す

べ
て
を
秩
序
あ
る
も
の
と
し
て
神
が
造

り
給
う
た
こ
と
を
。
勿
論
神
は
永
遠
で
あ
る
。
だ
が
、
永

遠
と
い
う
観
念
を
私

の
精
神
が
理
解
で
き
る
だ
う
か
。
観

念
を
伴
わ
ぬ
言
葉
で
、
ど
う
し
て
私
を
言
い
く
る
め
る
の

か
。

(第
四
篇

「信
仰
告
白
」
)

〔
B
〕

星
、
風
、
山
、
川
、
樹
、
町
、
家
す
ら
す
べ
て

[

み
ず
か
ら
の
魂
や
神
や
命
を
持

つ
。

(中
略
)
人
類
に
と

っ
て
多
神
教
は
最
初
の
宗
教
で
あ
り
、
偶
像
崇
拝
が
最
初

の
礼
拝
で
あ

っ
た
。
唯

一
な
る
神
を
認
識
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
種
々
の
観
念
を
次
第
に

一
般
化
し
、
最
初
の

原
因
に
遡
り
え
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
存
在
の
全
体

系
が
ひ
と

つ
の
観
念
に
統
合
さ
れ
、
ま
さ
し
く
最
高
の
抽

象
、

〈
実
体
〉
と
い
う
言
葉
が
意
味
を
帯
び
る
。
神
を
信

じ
る
子
ど
も
は
、
み
な
必
然
的
に
偶
像
崇
拝
者
で
あ
り
、

(13
)

少
く
と
も
神
人
同
形
論
者
で
あ
る
。

(第
四
篇
)

す
る
帰
結
、
無
神
論

へ
の
寛
容
と
い
う
不
敬

度
な
帰
結
に

ま
で
導
く
。

(中
略
)

〔
A
に
つ
い
て
〕

第

一
の
命
題
で
は
世
界
創
造
に
ま

ず
疑
問
を
投
げ
、

つ
い
で
ま
こ
と
し
や
か
に
そ
れ
を
否
定

す
る
。

(中
略
)

だ
か
ら
、
理
性

の
光
だ
け
に
照
ら
し
て
も
、
第

一
の
命

題
は
不
敬
度
か

つ
漕
神
的
で
あ
る
。
ま
た
、
啓

示
の
光
が

明
ら
か
に
す
る
と
お
り
、
異
端
的
で
す
ら
あ

っ
て
、
神

の

あ
ら
ゆ
る
表
徴
に
反
す
る
。

(中
略
)

〔
B
に
つ
い
て
〕

宇
宙
は
唯

一
の
全
体

で
あ

っ
て
、

す
べ
て
の
部
分
が
た
だ
ひ
と

つ
の
目
的
、
す
な

わ
ち
永
久

か

つ
一
様
な
全
体
的
運
行
に
従

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観

念
を
人
間
が
抱
く
の
は
、
き
わ
め
て
自
然
な

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
注
意
深
い
人
が
た
だ
ひ
と

つ
の
原
因
、
唯

一
な
る

神
そ
の
も
の
を
認
識
す
る
の
も
、
き
わ
め
て
自

然
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、観
察
す
れ
ば
明
白

で
あ
る
が
、

唯

一
な
る

神
を
易
々
と
認
識
で
き
る
力
が
人
間
に
は
生
得
的
に
備
わ

る
・
(41
)
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『
エ
ミ
ー
ル
」
の
構
成
や
論
理
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
神
学
的
な
体
系
や
問
題
に
即
し
て

『
検
閲
報
告
」
は
組

み
立
て
ら
れ
た
。

ま

た
、
糾
弾
さ
れ
る
叙
述
の
過
半
は
宗
教
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
高
等
法
院
の
審
理
と
同
じ
く
こ
こ
で
も

ル
ソ
ー
の
合
理
主
義
や

懐
疑
主
義
が
ま
ず
罪
状
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
啓
蒙
思
想
の
権
威
ド
ラ
テ
は
こ
う
し
た

『
エ
ミ
ー
ル
」
読
解
に
注
目
し
、

マ
ッ
ソ

(15
)な
お
、

ロ
ッ
ク
や
コ
ン
デ

ィ
ヤ

ッ
ク
に
よ

ン
な
ど
の
ル
ソ
ー
解
釈
、
浪
漫
主
義
的
な
い
し
非
合
理
主
義
的
な
解
釈
に
反
論
し
た
。

っ
て
論
破
さ
れ
た
生
得
観
念
の
理
論
が
、

『
検
閲
報
告
』
で
は
右
記
の
と
お
り
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

8

ル
ソ

ー
著

『
エ
ミ

ー

ル
」

〔
C

〕

寓
話

す

ら

も
、

ラ

フ

ォ

ン
テ

ー

ヌ
の

寓

話
ず

ら

も
、

エ
ミ
ー
ル
は
け

っ
し
て
暗
記
な
ど
し
な
い
。

(第
二

篇
)

〔
D
〕

娘
に
宗
教
を
教
え
る
場
合
、
そ
れ
を
悲
し
い
も

の
や
辛
い
も
の
、
課
業
や
義
務
に
し
て
は
い
け
な
い
。
し

た
が

っ
て
、
宗
教
に
関
す
る
事
柄
を
、
お
祈
り
の
言
葉
す

ら
も

、

篇

)
〔
E

〕

け

っ
し
て
娘
に
暗
記
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
。

(第
五

言
葉
に
よ
る
教
訓
を
生
徒
に
与
え
て
は
な
ら
ぬ
。

経
験
に
よ
る
教
訓
だ
け
を
受
け
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

『

〈
エ
ミ

ー

ル
〉

検

閲
報

出
口
』

こ
れ
ら
の
命
題
も
謬
り
で
あ

っ
て
、
我
ら
を
唖
然
と
さ

せ
る
。
ま
た
、
い
か
な
る
賢
者
の
教
え
や
行

い
と
も
相
容

れ
ぬ
。
こ
う
し
た
命
題
に
依
拠
し
て
、
異
様

で
奇
怪
な
教

育
計
画
、
自
然
に
も
人
間
の
目
的
に
も
反
ず

る
教
育
計
画

が
読
者
に
提
案
さ
れ
る
ρ
魂
の
様
々
な
能
力

は
つ
ね
に
錬

.

磨
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
そ

う
し
た
能
力
が
い
つ
ま
で
も
錬
磨
さ
.れ
ず
、

ほ
と
ん
ど
機

能
を
発
揮
で
き
な
い
。
政
治
の
次
元
で
も
宗
教
の
次
元
で

も
、
公
益
に
も
個
人
的
利
益
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
有
害
な
事

(17
)

柄

が

あ

ろ

う

か

。



ま
た
、
い
か
な
る
種
類
の
懲
罰
も
課
し
て
は
な
ら
ぬ
。

(第
二
篇
)
(聡
)

『
エ
ミ
ー
ル
」
第
二
篇
か
ら
の
引
用
は
教
育
方
法
の
原
則
を
示
し
た
箇
所
で
あ
る
。

エ
ミ
ー
ル
を
育
成
す
る
全
過
程
に
お
い
て
、

ル
ソ
ー
は
言
葉
や
思
弁
の
偏
重
を
排
し
、
感
覚
と
経
験
を
重
視
し
た
。
教
理
問
答
な
ど

へ
の
批
判
を
含
む
と
は
い
え
、
こ
う
し
た

人
間
形
成
の

一
般
原
則
が

『
検
閲
報
告
』
で
は
宗
教
的
な
見
地
か
ら
の
み
激
し
く
非
難
さ
れ
る
。
情
操
や
実
践
か
ら
湧
き
出
る
信

仰
す
ら
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
は
危
険
と
判
断
し
た
。
事
物
や
経
験
を
と
お
し
て
の
学
習
、
自
発
性
や
発
達
段
階
の
尊
重
と
い
う
原

則
が
近
代
の
教
育
に
与
え
た
影
響
は
測
り
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
新
し
い
教
育
方
法
の
提
唱
が
当
初
ど
の
よ
う
な
曲
解
と
攻
撃
に

曝
さ
れ
た
か
。

『
検
閲
報
告
」
は
そ
う
し
た
史
実

の
証
左
と
も
な
ろ
う
。

ル
ソ

ー
著

『
エ
ミ

ー

ル
」

〔
F
〕

つ
い
に
私
た
ち
は
道
徳
的
秩
序
の
な
か
に
入
る
。

人
間
と
し
て
第
二
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

(中

略
)
人
間
の
心
に
潜
む
自
然
的
必
要
を
基
礎
と
し
な
い
か

ぎ
り
、
す
べ
て
の
自
然
法
は
幻
影
に
止
ま
る
。

〈
原
註
〉

〈
原
註
〉
己
れ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
人
に
施
せ
、
と

い
う
教
え
す
ら
、
良
心
と
感
情

の
ほ
か
は
な
ん
ら
基
盤

『

〈
エ
ミ

ー

ル
〉

検

閲

報

止
口
」

〔
F
に
つ
い
て
〕

福
音
書
に
示
さ
れ
た
律
法
の
要
諦
、

己
れ
を
愛
す
る
ご
と
く
隣
人
を
愛
せ
よ
、
が
こ
れ
ら

の
命

題
で
は
曲
解
さ
れ
て
い
る
。
隣
人

へ
の
愛
が
自
己
愛
か
ら

・

派
生
す
る
、
と
著
者
は
言
う
。
ま
る
で
自
己
愛
が
隣
人
に

対
す
る
愛

の
基
盤
や
動
機

で
あ
る
か
の
よ
う

に
…
…
。

(中
略
)
し
か
し
、
だ
れ
も
が
充
分
に
知
り
、
心
底
で
感

9



道
徳
理
論
と
道
徳
教
育
に
つ
い
て
も
ル
ソ
ー
は
百
科
全
書
派
の
同
類
と
み
な
さ
れ
る
。
感
覚
論
や
快
楽
説
か

ら
出
発
し
な
が
ら

も
、
憐
欄
と
い
う
情
念

へ
の
注
目
、
道
徳
的
感
情
の
重
視
、
社
会
的
実
践
の
強
調
が
ル
ソ
ー
の
特
色
で
あ
る
こ
と
に
、

ソ
ル
ボ
ン

ヌ
の
神
学
者
は
気
づ
か
な
い
。

『
エ
ミ
ー
ル
」
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
人
類
愛
の
育
成
を
主
眼
と
し
、
貧
民
や
弱
者

へ
の
献
身
を

究
極
の
目
的
と
す
る
。
こ
う
し
た
構
想

ヘ
ル
ソ
ー
を
導
い
た
の
は
、
絶
対
王
政
に
お
け
る
民
衆
の
貧
困
や
窮
状

で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、

い
か
な
る
社
会
的
状
況
の
も
と
で
、
い
か
な
る
現
実
的
課
題
に
応
え
る
た
め
、
新
し
い
理
論
が
築
か
れ
た
か
を
、
異
端
の
審

問
は
け

っ
し
て
考
慮
し
な
い
。

10



パ
リ
高
等
法
院
に
お
け
る
論
告
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
相
対
主
義
的
な
ル
ソ
ー
の
宗
教
観
が
攻
撃
さ
れ
る
。
啓
示

へ
の
盲
信
や

教
義
の
注
入
を
退
け
る
人
間
形
成
は
、
さ
き
に
述
べ
た
教
育
方
法
と
勿
論
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
な
お
、
保
守
的
で
差
別
的
と

し
ば
し
ば
評
さ
れ
る
ル
ソ
ー
の
女
子
教
育
論
が
、

『
検
閲
報
告
』
で
は
糾
弾
さ
れ
た
。
配
偶
者

ソ
フ
ィ
に
関
す
る

『
エ
ミ
ー
ル
」

の
論
述
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
女
性
観
や
女
子
教
育
と
の
関
連
で
あ
ら
た
め
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

11



一
え

乾

が

A

第
三
篇
＼一ノ
A

磐

A

原
註
V

識
で
き
る
表
徴
は
な
に
カき

法
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

法
の
偽
り
な

格
と

な
に
か
。

(中
略
)
私
た
ち
が

賢
明
な
国
王
で
あ
る
と
仮
定
せ
よ
。
己
れ
に
も
他
者
に
も

役
立

つ
最
初
の
善
行

王
位
を
棄
て
、
本
来
の
自
己
に

還
る
こ
と
で
あ
る
。

(第
五
篇
)

〔
J
〕

私
た
ち
は
危
機
の
状
況
、
革
命
の
世
紀
に
近
づ

き

つ
つ
あ
る
。

〈
原
註
〉

ヨ
1
ロ
ッ
パ
の
強
大
な
君
主
国
が
今
後
な

く
存
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考

讃
美
し
た
無
秩
序
と
野
蛮
な
生
活
に
、
そ
う
し
た
原
理
は

21

人
々
を
誘
導
す
る
。

(中
略
)

著
者
に
よ
れ
ば
、
最
高
の
権
限
、
国
法
を
制
定
す
る
権

限
が
人
民
に
存
す
る
こ
と
は
必
然
的
か

つ
恒
久
的
で
あ
る
。

(中
略
)

『
ロ
ー

マ
人

へ
の
手
紙
』
の
な
か
で
聖

パ
ウ
ロ
は
教

え

る
。

「す
べ
て
の
人
、
上
に
あ
る
権
力
に
従
う
べ
し
、
そ

は
神
に
よ
ら
ぬ
権
力
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
は
神
に
よ

り
て
た
て
ら
る
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
権
力
に
逆
ら
う
者
は
神

え
る
o

A

第
三
醒
扁
＼一ノ
A

22　

の
定
め
に
背
く

な
り
し
!へ

23　

一

革
命
の
予
感
と
し
て
有
名
な
第
三
篇

の
記
述
、
な
ら
び
に
巻
末
近
く
の
政
治
理
論
と
政
治
教
育
が
断
罪
さ
れ

て
い
る
。
検
事
総

長

フ
ル
ー
リ
が

〈哲
学
者
た
ち
〉
の
社
会
契
約
説
に
反
論
す
る
と
き
と
同
様
に
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
神
学
者
も
王
権
神
授
説
に
依
拠

し
て
ル
ソ
ー
を
攻
撃
す
る
。
た
だ
し
、
敵
治
理
論
に
関
す
る
検
閲
委
員

の
所
見
は
、
神
学
部
総
会
で
な
ぜ
か
ほ
と
ん
ど
削
除
す
る

よ
う
要
請
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
.
こ
の
項
目
で
は
、
パ
ウ
ロ
の
言
葉
や
高
等
法
院
の
論
告
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
ボ
シ

ュ
エ
著

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
警
告
」
か
ら
の
引
用
が
八
頁
に
わ
だ

っ
て
続
く
。
こ
う
し
て

『
〈
エ
ミ
ー
ル
〉
検
閲
報
告
」
の
な
か
で

政
治
理
論
に
対
す
る
論
駁
だ
け
が
特
異
な
形
態
を
示
し
て
い
る
・
(42
)
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、
葛
識
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嵩
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鴨
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ミ
、
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肉
ミ
馬簿

O
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亀
ミ
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配

含

゜

ル
ゼ

『
ル

ソ

i
全

集

』

全

十

六

巻

、

白

水

社

、

一
九

七

八

ー

一
九

八

四
年

。

ル
ク

コ

ジ

ャ

ン

・
ジ

ャ

ッ
ク

.
ル

ソ

i
著

、

桑

原

武

夫

訳

『
告

白

』

全

三

巻

、

岩

波

書

店

、

岬
九

六

五

…

一
九

六

六

年

。

ル
ナ

エ

ジ

ャ

ン

・
ジ

ャ

ッ
ク

.
ル

ソ
i

著

、

長

尾

十

三

二

、

原

聡

介

、

永

冶

日

出

雄

、

桑

原

敏

明

訳

『
エ

ミ

ー

ル
」

全

三

巻

、

明

治

図
書

、

一
九

六

七

-

一
九

六
九

年

。
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五

五

頁
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ル
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五

頁
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(2》(3)(4)(6) (5)(9)(8}{7}

ま
た
・

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政

に
お
け
る
出
版
統
制

の
制
度
、
さ
ら

に
は
出
版
統
制
局
長
官

マ
ル
ゼ

ル
ブ
と

ル
ソ
ー
の
関
係

に

つ
い

14

て
は

つ
ぎ

の
書
物
が
多
く
を
教
え
る
。

木
崎
喜
代
治
著

『
マ
ル
ゼ

ル
ブ

ー
フ
ラ
ン
ス

一
八
世
紀

の

一
貴
族

の
肖
像
』
岩
波
書
店
、

一
九

八
六

年
。

一
五

-

一
七
、

一
〇
六

-

一
四
二
頁
。

『
百
科
全
書
』
お
よ
び

『
精
神
論
』

に
対
す
る
思
想
弾
圧
、

さ
ら

に

エ
ル
ヴ

ェ
シ
ウ

ス
の
受
難
を

め
ぐ
る

ル
ソ
ー
の
反
応

に
関
し

て
は
、
左
記

の
論
文
を
参
照

さ
れ
た

い
。

匂
㌔
,

国
団
=

Z
・
ト
馬
さ

ミ

馬
ミ
侮
ミ

思

§

8
思

耐
ミ

§

N
ミ

Q。
昏
」
越

℃
㌔

m
H幽゚。』

旨

ω
゜

∪
・
乏

・
ω
竃
肩

拝

寒

奪
ミ
登
ひ
」

惣

§

鮎嵩
寄

、
鴇
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ご
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O
×
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」

O
ひ
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拙
稿

「
エ
ル
ヴ

ェ
シ
ウ

ス
に
対
す

る

ル
ソ
ー
お
よ
び

デ

ィ
ド

ロ
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哲
学

・
教
育
論
争

に

つ
い
て
ー

フ
ラ

ン
ス
啓
蒙

思
想

に
お
け
る

認
識

・
道
徳

・
能
力

の
諸
問
題
i
」

(
そ

の

一
)
お
よ
び

(
そ

の
十
)

『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告

〈
教
育
科
学

〉
』
第
二
五
輯

(
一
九
七
六
年
)
お

よ
び
第

三
七
輯

(
一
九

八
八
年
)
。

、

な
お
、

ル
ソ
ー
は

『
エ
ミ
ー

ル
』

で
開
陳
す

る
信
念
、

な
か
で
も

「
サ
ヴ

ォ
ア
人
助
任
司
祭

の
信

仰
告
白

」
に
対
す

る
弾
圧
を
予

感

し
て
お
り
、

オ
ラ

ン
ダ

で
の
印
行

を
強

く
望

ん
で
い
た
。
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エ
ミ
ー

ル
』
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刊
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複
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究
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細
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る
。
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司
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〉
勺
戸

℃
℃
°い
。
ひ
ピ

O
聞
戸

℃
℃
°ω
ー
一
〇
°

な

お
、

パ

リ
大

学
神

学

部

が

行

な

っ
た

公

刊

後

の
検

閲

と

は

別

に
、

『
エ
ミ

ー

ル
』

は

公

刊

前

に
出

版

統

制

局

の
検

閲

を
受

け
た

。

そ

の
際

ル

ソ
ー

は

前
半

の
二

巻

に

些

細

な

修

正

を

施

し

、

『
信

仰

告

白

』

を

含

む

後

半

の
二

巻

に
関

し

て

は

一
切

の
修

正

を

拒

否

し

て
い

る
。
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℃
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℃
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よ
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四
頁
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ル
ゼ

、

第

七

巻

四
九

頁

、

第

六

巻

三
五

四

-
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五

五

頁
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℃
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℃
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℃
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巻
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〇
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一
三

二

頁
、

第

七

巻

一
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九
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